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空腹時にはmigrating motor complex（MMC）と

呼ばれる胃体部に始まる伝播性の収縮運動が観察

される。このMMCは，静止期（phase Ⅰ），不規

則な弱い収縮のみられる時期（phase Ⅱ），規則的

な強い収縮のみられる時期（phase Ⅲ）から成って

いる。ヒトやイヌでは，このサイクルが90〜120

分ごとに繰り返し出現する。血中モチリンのピー

クの値が，胃のphase Ⅲの出現する時期に一致し，

モチリンの投与によりphase Ⅲが惹起されること

より，十二指腸粘膜から放出されたモチリンが胃

のphase Ⅲ発現に関与していることが，ヒトやイ

ヌで示唆されている1）。

MMCの生理学的意味は，その強収縮により，

胃や小腸内の食物残渣やバクテリアを洗浄し押し

流すものと考えられている2）。機能性ディスペプ

シア（functional dyspepsia；FD）の患者の一部に

は， こ の 規 則 的 なMMCが 障 害 さ れ て お り3），

MMC異常とHelicobacter pylori感染との関連も注

目されている4）。

ラットではモチリンの投与で胃の収縮はみられ

ず，モチリンのMMCへの関与は否定的である。

一方，ラットの胃粘膜で産生されるグレリンは胃

にphase Ⅲ様の収縮を引き起こす5）。ラットにお

いては，ヒトやイヌでみられるような，phase Ⅰ，

phase Ⅱ，phase Ⅲは明瞭に区別して観察されず，

phase Ⅰ- l i ke c on t rac t i on や phase Ⅲ- l i ke 

contractionと便宜的に呼ばれている。MMCのサ

イクルも，ヒトやイヌに比べて短く，20〜30分で

ある。最近われわれは，空腹時の血中グレリン

（acyl ghrelin）の ピ ー ク の 値 がphase Ⅲ-like 

contractionの出現と相関することを報告した6）。

したがって，ラットにおいてはモチリンではなく，

グレリンがMMCの発現に関与していると考えら

れる。

なぜラットでは，胃のMMCが不規則なのであ

ろうか。われわれは，食事習慣の差がその一因で

はないかと推察した。１日１食で飼育されている

イヌに固形食を与えた場合，10〜12時間後に，

MMCが出現しはじめる7）。

一方，ラットは常に食事を摂取している類いの

動物で，胃内は摂取した食物で常時満たされ，本

来空腹であることがない。それでは，ラットをイ

ヌと同様に１日１食で飼育してみたら，MMCは

どう変化するのであろうか。イヌのような規則的

なMMCが出現するのであろうか。

ラットを12時〜16時の４時間だけ食事を与える

訓練（fixed feeding）をすると，ラットはこの時間

内に１日分の必要な食物を摂取できるようにな

り，体重も１日中食事を摂取できるfree feeding

ラットと同程度に増加する8）。

ラットの胃にforce transducerを植えつけ，

fixed feeding前後でMMCのパターンを比較検討

した。Fixed feeding開始１週間後より，phase 

Ⅲ-like contractionのamplitudeの増強がみられ，

fixed feeding開始２週間後にはfree feeding群の約

２倍に増加した（16.3±1.8g in fixed feeding vs. 8.4
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±0.6g in free feeding，n＝６，p<0.01）。24時間

絶食後のグレリン（acyl ghrelin）値はfixed feeding

により著明に増加した（281.6±28.5pg/mL in fixed 

feeding vs. 143.1±22.0pg/mL in free feeding，n

＝６，p<0.01）。これらの結果より，fixed feeding

によりグレリンの産生が上昇し，phase Ⅲ-like 

contractionの増強が惹起されるものと考えられ

る。

われわれのラットでの実験結果は，絶食時間の

長さが，MMC発現に重要な因子であることを示

唆させる。既述のごとく，MMCは胃や小腸内腔

の洗浄に重要であり，それは食後10〜12時間後に

出現しはじめる。FD患者の一部では，MMCの出

現が障害されており，FD患者の愁訴と食事摂取

習慣との関連からの検討も重要と考える。
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